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あけましておめでとうございます。 

ご家族お揃いで新年を迎えられたことと思います。 

農業を取り巻く環境は引き続き厳しい状況にあり

ますが、当センターでは「農業者の皆さんの笑顔

の花を咲かせる土になろう」という合言葉のもと、

職員一丸となって業務に取り組んでまいります。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。                          
 

浜田市農林業支援センター長 齋藤 實 

 
 

 

１. ごくり美味「のむピオーネ酢」販売スタート！ 
 

当支援センターでは、昨年度から、国庫補助事業である「担い

手アクションサポート事業」を活用し、地元の農産物を使った様々

な加工品の試作に取り組んでいます。その中のひとつ、金城町産

のピオーネを原料とする「のむ酢」がいよいよ商品化。昨年 12 月

25 日に JAいわみ中央から販売開始となりました！ 

製造するのは広島市にある創業 80 年の食酢メーカーであるセ

ンナリ株式会社です。ピオーネをじっくりと発酵させてできた酢

に、ピオーネ果汁や国産はちみつなどを加え、芳醇な香りが漂う

上品な味わいに仕上がりました。着色料などの食品添加物は一切

使用していません。 

1 本 180ml で価格は 945 円（税込）。水やお湯で３倍に薄めて

飲んでいただくのが基本ですが、当センターの職員によると「焼酎に入れると病み付きになる」とか…。JA

産直きんさい市場や JR 浜田駅市民サロンなどでお買い求めいただけますので、ぜひ一度ご賞味ください。  

 

２.「農業大学校技術講座」について（ご案内） 
 

島根県立農業大学校（大田市波根町）で、これから農業を始める方や始めて間もない方を対象とした基礎

的な農業技術講座が開かれます。受講を希望される方は １月 19 日（火）までに 当センターにご連絡くだ

さい。〔担当：前原〕 

 

● 日時と内容：2月 1日（月）【農業機械の操作と農作業安全】 

               2 月 2 日（火）【土壌分析の実際と活用】 

               2 月 3 日（水）【植物生理の基礎知識】【農業簿記の基礎知識と簿記ソフトの操作】 

● 定員：40 名（先着順） 

 

※ 希望の講座だけを選択して受講することもできます。 

※ 申込みは先着順となっていますので、早めのご連絡をお願いします。 
 

 

 

「てご」とは、方言で「手伝う 

（支援する）」という意味です。

ガオ～ 



  

  ３. 各支援チームからの話題 
 

 ★ 新規就農支援チーム （担当：前原
まえばら

・塚本
つかもと

） 
  

昨年 12 月 17 日、金城町の「みどりかいかん」で、浜田市のふるさ

と農業研修生５名と関係機関による意見交換会が開催されました。 

それぞれ別の農家で実践研修を受けている皆さんにとって、他の研

修生と顔を合わせるのは初めての機会でしたが、同じ志を持って頑張

っている仲間の存在は励みになったようで、「またこのような会を企

画して欲しい」という声も聞かれました。 

第１号の研修生は既に４ヶ月の実践研修を経験し、将来の就農に向

けて具体的な検討を始めておられます。当センターでは今後、定期的

な勉強会・交流会の開催や、研修期間終了後の就農支援に取り組んで

いきたいと考えています。 

 

 ● 認定農業者支援チーム （担当：松井
まつい

・前原
まえばら

）  
    

昨年 12 月に、三隅町の認定農業者 三浦求
もとむ

さんの柿園を、岡山

県高梁市の「有漢町認定農業者協議会」の皆さん約 20 名が視察さ

れました。 

三浦さんは、西条柿を露地だけでなくハウスで栽培していること

や、奥様を中心とする地元の女性グループが巻柿、柿シャーベット

といった加工品の製造に取り組んでいることを説明。その後、栽培

管理に関する質問に答えておられました。 

有漢町の認定農業者の営農類型は多岐に渡っているとのことでし

たが、浜田と同じ中山間地域ということもあり、地元集落と連携し

た農業経営を行う三浦さんの姿勢が大変参考になったようです。 

 

 ■ 集落営農組織支援チーム （担当：森井
もりい

・鎌原
かまはら

） 
  

昨年 12 月３日に、集落営農組織の女性活動をテーマとする視

察研修会を開催したところ、５つの集落営農組織から女性を中

心に 26 名の参加がありました。 

視察先は出雲市の新田後営農組合と有限会社グリーンワーク

で、女性を柱とする具体的な活動内容やその意義についてお話

を伺うことができました。 

新田後営農組合は、平坦地の集落営農組織であるため、浜田

市の組織とは規模や生産条件が大きく異なりますが、「地域を

支えたい」という想いは共通で、参加された皆さんは女性の担

う役割について熱心に質問しておられました。また、グリーン

ワークでは、女性の活動だけでなく、地域存続のために行う農

業生産以外の活動についても紹介していただきました。 

先進的な取組を実践しておられる集落営農組織の方々の「地域への熱い想い」を直接見聞きすることがで

き、女性参画のきっかけや今後の活動に向けてのヒントを見出せる有意義な研修となりました。 

 

 
  
  

  
  
 
 

○当情報誌は新規就農者、認定農業者、集落営農組織と関係機関の皆様に配信しています。 
○ご意見、掲載要望、または配信停止をご希望される場合は下記までご連絡ください。 
 
■ 発刊元 浜田市農林業支援センター 
〒697-0024 島根県浜田市黒川町 3741（JA いわみ中央本所分館 2階）   
TEL：0855-22-3500 FAX：0855-22-3477   E-mail：n-shien＠city.hamada.shimane.jp

▲意見交換会が終わった後は、アクアス

を見学して交流を深めました 


